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知りたい情報にたどりつくには、どのような資料を使えばよいか、調べ方をご案内します。 

 

 

歴彩館では京都に関する映画資料を収集しています。映画人や映画作品（主に邦画）についてお調べのと

き、お役に立ちそうな資料及びウェブサイトをご紹介します。 

 

１ 事典等で調べる 

  

＊作品 

『日本映画作品大事典』三省堂 2021（||778.033||Y36||） 

『日本映画作品大鑑１ 明治 29 年-大正 14』キネマ旬報社 1960（||778.2||Ki43||1） 

『日本映画作品大鑑 2 大正 15-昭和 20年』キネマ旬報社 1960-61（||778.2||Ki43||2） 

『全国映画ドラマロケ地事典』日外アソシエーツ 2011（||778.038||N71||[1]） 

  『全国映画・ドラマロケ地事典, 2』日外アソシエーツ 2024（||778.038||N71||2） 

＊人物 

『日本映画監督全集』キネマ旬報社 1976（||778.3||Ki43||） 

『日本映画俳優全集, 男優編』キネマ旬報社 1979（||778.3||Ki43||） 

『日本映画俳優全集, 女優編』キネマ旬報社 1980（||778.3||Ki43||） 

また、映画に関する事項が詳しい百科事典として 

『世界大百科事典 改訂新版』平凡社 2007-2009（||031||Se22||）があります。 

 

２ 書籍・社史で調べる 

 

*日本映画関連書籍 

『京都映画図絵 : 日本映画は京都から始まった』フィルムアート社 1994（K1||778.21||To31||） 

『映画ロマン紀行 : 京都シネマップ』人文書院 1994（K1||778.21||E37||） 

『日本映画年表 : 大正 14 年～昭和 8年』同志社大学人文科学研究所 [1965]（||778.21||D88||） 

『日本映画史, 4』岩波書店 1995（||778.21||Sa85||4） 

 ＊巻末に詳細な「日本映画史年表」が載っている 

『昭和日本映画史 : "目玉の松ちゃん"から「人間の証明」まで』 

毎日新聞社 1977（||210.7||MA31||A-7） 

『追悼中島貞夫映画監督映画解説集 : KBS 京都「中島貞夫の邦画指定席」より 62作品』 

尾上松之助遺品保存会 2024（K1||778.21|| N34||） 

＊社史 

『大映十年史』大映 1951（||778.21||D15||） 

『松竹百年史, 本史』松竹 1996（||778.21||SH95||1） 

『クロニクル東映 : 1947-1991, 限定版 1～３』東映 1992（||778.21||TO19||1～3） 

 

映画人・映画作品等を調べる 

 



3 雑誌で調べる 

   

『キネマ旬報 復刻版』雄松堂 大 8～大 15.（||キネマ||） 

『キネマ旬報』キネマ旬報社 昭 21～平 12 （||エイカ||）＊欠号あり 

 ＊巻末の新作映画紹介にはスタッフ・キャスト表、並びにストーリーも掲載 

『映画の友』映画の友 昭 21～42 （||エイカ||）＊欠号あり 

＊元編集長に大黒東洋士、淀川長治、元記者に小森和子などがいる。 

『映画旬刊』雄鶏社 昭 30～31 （||エイカ||）＊欠号あり 

 ＊映画の紹介のみならず、深い映画批評精神にみちた映画雑誌 

『えいがむら』東映太秦映画村 昭 53～平 8 （||エイカ||） 

 ＊撮影所情報や、新人キャストの写真入り紹介記事がある 

『映画タイムス KYOTO EIGA TIMES』京都映画サークル協議会 昭 29～ （E||エイカ||K） 

  ＊昭和 24 年に結成された、日本で最も古い映画鑑賞団体の機関紙 

 

４ 関西の類縁機関で探す 

 

✫東映太秦映画村・映画図書室 

映画関連書籍・雑誌（台本を含む） 約 2 万 7 千冊 

宣材（ポスター、パンフ、プレスシート類）約 6万点 スチール写真 約 10 万点 

映像ソフト（DVD・VHS・LD）約 5千点 

閲覧：無料  

*3 営業日前までの事前予約が必要 

所蔵資料をホームページで検索できる https://eigamura-library-database.com/ 

 

✫神戸映画資料館   

映画関連書籍・雑誌（台本を含む） 約 2 万５千冊 

宣材（ポスター、パンフ、プレスシート類）約 2万点 スチール写真 約 1 万点 

映像フィルム 約 2万本 

閲覧：有料 （閉架資料室の利用は会員制） 

*閲覧および調査相談は事前にメールで問い合せが必要。 

映画資料所在地情報検索システム JFROL（Japanese Film Resources Online）で 

所蔵資料を検索できる https://jfrol.jp/ 

 

✫その他、京都文化博物館、立命館大学アート・リサーチセンター、京都大学人文科学研究所、 

 おもちゃ映画ミュージアム（京都映画芸術文化研究所）には多数の映画資料が保管されています。 

 

 

 

 

 

 

                                           

京都府立京都学・歴彩館 京都資料総合閲覧室 URL http://www.pref.kyoto.jp/rekisaikan/ 

〒606-0823 京都市左京区下鴨半木町 1-29 ℡ 075-723-4833 

カウンターのスタッフが、みなさまの調べもののお手伝いをいたします。 

お気軽におたずねください (＾＾)v 

https://eigamura-library-database.com/
https://jfrol.jp/

